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１、大規模植生回復作業計画を変更します！ 
葦毛湿原で行っている大規模植生回復作業は 2013年 1月から開始し、その作業内容や

経過は『葦毛通信』にリアルタイムで報告してきました。当初から全体的な計画があった

のではなく、小規模な実験と観察を繰り返して植生回復作業のやり方が定まり、2016年 1

月の葦毛通信 No.32で「葦毛湿原大規模植生回復作業」として提示し、2018年 11月の葦

毛通信 No.72～76で中間のまとめの報告を行いました。 

 現在は第３段階（湿地中心部の遷移を後退させる）の作業を行っており、終了した段階

で第４段階（恒常的な維持管理を行う）に移行する予定でした。しかし、第３段階を終了

させてから第４段階へ移行することが難しいことが分かりました。また、現在も恒常的な

作業は行っており、実質的には第３・4段階の作業を同時に進めていることになります。 

 

１）作業計画を４段階から３段階へ 

 これまで作業計画は以下の４段階で行う予定でした。 

第１段階：湿地中心部の日照を確保する。 

第２段階：森林化した湿地を復元する。 

第３段階：湿地中心部の遷移を後退させる。 

第４段階：恒常的な維持管理を行う。 

 第２段階までは木を伐ってネザサやコシダを除草し、木の根やネザサの根を除去する作

業には重機を使って大規模に行い順調に作業は進みました。しかし、第３段階に入ると湿

地中心部で行う作業は基本的に手作業に限られ、重機を使って大規模に行うことが難しい

ことが分かりました。 

 湿地中心部は遷移を後退させるために実験地を作って経過観察してから大規模に遷移を

後退させる作業を行うつもりでしたが、湿地中心部の状況は多様で実験区を多く設定して

対応しなければならず、かなり時間がかかる作業となりそうだということが分かりました。 

また、実験地を設定して経過を観察すると、追加で作業を行わなければならない場合が

あることもわかりました。例えば、Ｏ地点では根を除去せず除草だけをしたところはイヌ

ノハナヒゲが優勢になって他の植物の発芽が抑えられることが分かりました。イヌノハナ

ヒゲを根から除去したところでもイヌノハナヒゲが増えていくことが分かり、再度根から

除去する作業を追加しました。つまり、実験地では経過を観察しながら追加の作業を行い、

良好な状態を維持するために何を行うべきかを確認する必要があることが分かりました。 

 第４段階は外来種の駆除や、ネザサ・コシダ等の優勢な植物を押さえるための草刈り作

業を想定していました。また、これまでも外来種の駆除は４～10月の日常管理の期間には

月１回駆除作業を続けており、11～３月の大規模植生回復作業においても、随時外来種の

駆除を行ってきました。しかし、今行っている第３段階においても、実際には第４段階の

作業も行っています。そこで、第３段階と第４段階を合体して、「第３段階：湿地回復実験と

維持管理を行う。」として、複数の実験地を維持しながら経過を観察し、併せて外来種の駆除

等を継続的に進めることとし、全体を３段階で行うという考え方に変更しました。 
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２、2023年度モニタリング報告－８ 
葦毛湿原では秋の花がやっと咲きそろってきました。サワシロギクやイワショウブは満

開になり、スイランも咲き始めてきました。サワギキョウは開花の終盤を迎えています

が、これから、ホソバリンドウやウメバチソウが開花してくると思われます。 

 

１）Ｏ地点 

 Ｏ地点は、昨

年イヌノハナヒ

ゲの根を除去す

る作業を行いま

した。作業直後

（右上写真）に

は植物が無い状

態でしたが、ハ

ルリンドウやト

ウカイコモウセ

ンゴケが咲き、

現在も一部でミ

ミカキグサが咲

いています。ま

た、やや乾燥し

たところを中心

にイヌノハナヒ

ゲも発芽してき

ましたが、まだ

小さな株のまま

です（右下写

真）。今年の作業

では、イヌノハ

ナヒゲは根から

抜き、裸地状態

を保つようにす

るつもりです。 

 Ｏ地点は、画

面奥は除草作業

を、画面手前の

実験地はイヌノ

ハナヒゲを継続

的に根から除去

して裸地のまま

維持し、どのよ

うな植物が発芽

するのか経過を

観察していきます。 

 

Ｏ地点作業直後（2023年 4月 5日） 

 
Ｏ地点６か月後（2023年 9月 20日） 



２）Ｉ地点（センサーカメラ） 

 Ｉ地点は木道に囲

まれたところで、大規

模植生回復作業開始

以前から、他地点（実

験的に植生回復作業

を行ったところ）との

比較のために手を付

けずにそのままにし

てきたところです。 

 また、中央の木道沿

いは葦毛湿原では数

が少なくなったホソ

バリンドウが残って

いる貴重なところで

す。このホソバリンド

ウがイノシシに撹乱

されると危機的な状

況になると予想され

たので、動物監視のた

めに中央部にあるや

や乾燥し木が侵出し

た島状部にセンサー

カメラを設置しまし

た。 

 このカメラに、8 月

21・22日の２日間に亘

ってイノシシが地表

を撹乱する画像が撮

影されました。 

 写真に写っている

ところはネザサやコ

シダの根を手作業で

除去したところで、作

業後、シンジョガヤの

仲間が多く発芽して

いたところです。 

 ここをイノシシは

直径３ｍほどで何度

も掘り返し、最後には

裸地化しました。イノ

シシの撹乱は継続せ

ず、10 月 14 日に再度

30分ほど撹乱している画像が撮影されました。現地ではミミズは確認しておらず、イノシ

シが何を目的に撹乱したのかは分かりませんが、植物の根を食べた可能性が考えられます。 

 

Ｉ地点イノシシ撹乱前（2023年 8月 21日） 

 

Ｉ地点イノシシ撹乱中（2023年 8月 21日） 

 

Ｉ地点イノシシ撹乱後（2023年 8月 22日） 



３）Ｄ・Ｅ地点（防鹿ネット設置地点） 

 Ｄ・Ｅ地点は 2013年 1月に大規模植生回復作業を最初に始めたところで、三の沢の下流

部にあたり、今年、防鹿ネットを設置したところです（葦毛通信 No.143 参照）。これまで

のところ、ネットの外側ではニホンジカ、ニホンイノシシ、ハクビシン等がセンサーカメ

ラに写っていましたが、ネット内に動物が侵入した形跡はありません。 

 三の沢下流部は大規模植生回復作業によって木を伐って伐根して裸地化し、その後順調

に湿生植物が発芽し、重機による伐根作業後４年目にはシラタマホシクサが大きな群落に

復活しました（葦毛通信 No.42・49・52参照）。 

 その後イノシシによる大きな撹乱があり、シラタマホシクサは衰退して分布範囲が細断

されて面積が少

なくなっていま

した。イノシシの

撹乱は断続的に

続いていました

が、今年ネットで

囲ったためにイ

ノシシの侵入が

無くなり、シラタ

マホシクサの群

落は昨年（右写真

上）より分布域を

広げ大きな群落

になりました（右

写真下）。 

 防鹿ネットは、

ニホンジカから

ノカンゾウやコ

バノトンボソウ

を保護すること

を主目的に設置

しましたが、イノ

シシの影響を考

える上でも、貴重

なデータになっ

たと思います。 

 イノシシが撹

乱する影響は正

と負の両方があ

りますが、今後も

植生がどのよう

に変化するのか

を観察していき

たいと考えてい

ます。 

 
Ｄ地点のシラタマホシクサ（2022年 9月 5日） 

 

Ｄ地点のシラタマホシクサ（2023年 9月 30日） 


